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　本論文の審査は、第1回が令和元年8月7日、第2回同年10月30日、第3回同年12月18日に行われ、最終試験が令和2
年2月12日に行われた。
本論文は、文学教材を用いた予防開発的な心理教育を念頭に、読書が子どもにどのような感情体験をもたらすかについ
て、読書体験についての自己変容感情仮説（Miall & 　Kuiken,1995）に基づく尺度の作成とモデルの量的・質的検討を
行ったものである。
    第1・2章では、本論の理論的枠組みとして、先行研究の概観と自己変容感情仮説に基づくモデルの提示を行った。読
書を用いた心理教育Social Emotional Learning（SEL）と、SEL関連の効果をもたらす自己変容に関わる読書による感情体
験について先行研究を概観した。その上で、読書による感情体験の定義を示し、自己変容感情仮説による本研究で検討
する感情体験のモデルについて述べた。
   第3・4章では、自己変容感情仮説に基づく尺度の作成を行った。研究1では、発達段階として体験の省察が小中学生
より可能である大学生を対象に、自由記述により読書による感情体験を収集し、他の尺度や自己変容感情仮説に照らし
て大学生用の文学読書体験尺度を作成した。研究2では、それを基に、小中学生用文学読書体験尺度を作成し、小中
学生においても自己変容感情仮説で仮定された感情体験が読書によって生起していることを確認した。
   第5・6章では、作成された尺度を用いて、量的・質的実践的に小学生の読書中の感情体験を短期であるが縦断的に探
索し、読書を用いたSELの効果と、効果をもたらす読書による感情体験について探索的に検討した。結果として、量的検
討では、小学校高学年において自己変容感情仮説の4つの感情が、それぞれ悲しみの緩和や怒りの抑制などのSEL関
連の効果をもたらすことが示された（研究3）。質的実践的検討では、小学校低学年における全14回の国語授業におい
て、SELの要素を持つワークシートを加えることで、自己変容感情仮説と符合する感情体験が生じ、国語の教科学習を兼
ねたSEL実施の可能性が示された（研究4）。
   第1回審査会では、各研究の位置づけを含む論文全体の論理的な統合や、分析及び文章表現の改善が求められた。
   第2回審査会では、特に質的研究部分について、論文全体との整合性や位置づけについて改善が求められた。
   第3回審査会では、大きな指摘事項はなく、文章表現等について若干の指摘があり、公開審査に進むことが決定され
た。
   これら審査の過程で、論文全体の統合度が高まり、モデルの精緻化もなされ、文章表現等も改善された。公開審査に
おいても、的確な発表と質疑応答が行われ、最終的に合格とされた。


